
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の向上 ○高３：評定５の生徒の割合を45％以上
とし、評定２以下の生徒の割合を5％以
下とする。
○高１・２：評定４．５以上の生徒の割合
を35％以上とし、評定２．９以下の生徒
の割合を1％以下とする。

・授業改善を行い、わかる授業を実践す
るとともに、効果的な課題を与える。
・電子黒板、学習用ＰＣを用いて効率よく
授業を行う。
・展開授業を行う教科において、習熟度
別授業を実施し、基礎学力の向上を目
指す。

B

・高３：評定5の生徒の割合
52.1％、評定2以下の生徒の割合
1.8％。
・高２：評定4.5以上の生徒の割合
30.7％、評定2.9以下の生徒の割
合1.9％。
・高１：評定4.5以上の生徒の割合
40.4％、評定2.9以下の生徒の割
合0.8％。

B

・高３：評定５の生徒の割合47.7%、評定
２以下の生徒の割合1.9%。
・高２：評定4.5以上の生徒の割合
34.8%、評定2.9以下の生徒の割合
0.8%。
・高１：評定4.5以上の生徒の割合
36.6%、評定2.9以下の生徒の割合
1.7％。

A

評定５の生徒が47.７%ということに
驚いています。優秀な生徒が多い
なという印象を持ちました。全国模
試や入試の結果などで学力が向
上しているかどうかについて、可
視化できる。その結果から学力向
上につなげてほしい。

教務部

○生徒に考えさせる進路指導の研究 ○放課後特課や長期休業特課の弾力
的運用について検討し、50%を希望講座
制で実施する。
○東大・京大・早稲田・慶応の合格者を
5名以上、九大を含む難関大学・学部の
合格者を30名以上とする。

・各学年の生徒集団に応じた校内の特
課や校外学習会への参加を促し、生徒
の自律した学習習慣を支援する。
・大学入試分析会、研究会や校内進路
検討会を通して、職員の指導力向上を
支援する。 B

・1・2年生の「土サク」の希望講座
制は、これまで3回のうち1回にと
どまった。一方、3年生について
は、ほぼすべての特課を希望講
座制で実施しており、生徒の意
欲、成果ともに高い。
・東京研修、動画視聴による学問
研究など、予定通りの実施ができ
た。

A

・予備校等での研究会や三重、長崎へ
の学校訪問により得た教科指導や進
路指導に関する情報を、各学年の進路
検討会で共有することができた。
・2、3年生の約60%を希望講座制で実
施し、自走化に向けた取り組みができ
た。今後、生徒の意識付けや講座の在
り方について検証を行った上で、生徒
の自律した学習習慣や学力向上につ
いてさらに研究していきたい。

A

希望講座制は生徒の自主的な学
習への取り組み、意欲の向上にす
ごく効果があると思います。進路
は人から与えられるものではなく、
自分が切り開いていくものだという
ことを早くから意識してほしいと思
います。

進路指導部

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観、正義感、感
動する心を持つ生徒の割合を90％以上
とする。

・開校記念登山やクラスマッチ、学校祭
のクラス展示、ボランティア活動、芸術
鑑賞会、修学旅行等の特別活動のほ
か、人権同和教育に関するホームルー
ム活動や講演会などを通して、生徒が
豊かな心を身に付ける教育活動を行う。

A

・４月は情報ﾓﾗﾙ講演会と高３修
学旅行、５月に開校記念登山、７
月ｸﾗｽﾏｯﾁ、９月の学校祭と人権・
同和教育ＨＲ、10月以降は多くの
行事・芸術鑑賞会・講演会・高２修
学旅行等の教育活動を通して、生
徒の生命尊重の心・思いやり・社
会性・倫理観・正義感・感動する心
を醸成することができた。

A

・人権･同和教育講演会やホームルー
ム活動等の取り組みを通して、自他の
生命を尊重する心や他者への思いや
り、社会性、倫理観、正義感、感動する
心、差別を許さない心をもつ生徒の割
合は97%になった。

A

学校の雰囲気は落ち着いているよ
うに感じています。

教務部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取り組み、事案対処
等）についての組織的対応ができている
と回答した教職員を90%以上とする。

・いじめの対応についての研修、会議を
年間に２回以上行う。

A

・夏季休業中にいじめに関する教
職員研修を実施した。
・いじめと認知された案件は１件と
昨年度と比較すると格段に減少し
た。また昨年度末の未解消の案
件もすべて解消した。

A

・中間報告依頼、いじめに関する報告
は入っていない。ここ２年間の啓発活
動の成果が表れていると感じている。
今後もSNSの利用の在り方を中心とし
た情報モラル教育を徹底したい。
・次年度に向けて、いじめの対応につ
いての職員研修を３学期中に時間を見
つけて行いたい。

A

いじめは早期の対応が重要だと
感じています。認知件数が少ない
のは、先生方が日々生徒の様子
に気にかけておられるからだと
思っています。 生徒指導部

◎★ふるさと佐賀への思いを醸成する
ための教育活動

◎「佐賀県に誇りや愛着を感じる・どちら
かというと感じる」と回答する生徒を
75％以上にする。

◎佐賀を誇りに思う講演会を実施する。
・鏡山登山や唐津城までのウォーキング
等、ふるさとを体験する行事を実施す
る。
・総探の時間で、唐津市等と連携して地
域学を実施する。

A

・講演会では、佐賀県以外の経験
が豊富な講師の方に唐津の魅力
を語っていただき、94％が郷土の
価値を再認識できたと回答した。
・鏡山登山や唐津城へのウォーキ
ング等の行事や総探の時間の唐
津市と連携した地域学は計画的
に行っている。

A

・講演会、ふるさとを体験する行事、総
探の時間での地域学など、地域と連携
しながら目的に応じた学習活動を計
画・実施した。
・佐賀県に誇りや愛着を感じると回答し
た生徒は85.5％であった。

A

自身の故郷に愛着を持つと同時
に、その故郷の抱える課題もまた
感じ取ってもらいたいと思います。
将来唐津に戻ってきて、発展の力
になってくれるような選択肢がある
という意識についての教育もよろ
しくお願いいたします。

総務部

A

・高校2年生を対象としたアンケートに
て、健康に良い食事をしている生徒の
割合は88.9％であった。
・保健だより、および高校１年生で実施
した調理実習時等で、食習慣の重要性
について説明するとともに、改善の必
要性等について働きかけを行った。

A

食事の習慣の上に学習の習慣が
あると思います。保護者の方々に
もその必要性をよくよく理解してい
ただくのが重要だと思います。

●業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・時間外在校時間の上限を周知する。
・定時退勤日、学校閉庁日を設定する。
・職員の在校時間を把握し、必要に応じ
て面談を行う。
・部活動について効果的かつ十分な休
養日を設定する。

B

・時間外在校等時間の職員平均
は、5月と10月は前年同月を上
回ったものの、その他の月では前
年同月比４～６時間減であった。
・部活動の大会等で休日勤務した
場合の振休取得を積極的に呼び
かけており、疲労回復に努めるよ
うにしていただいている。

B

・時間外在校時間は、１月末現在、月
平均が昨年度比で１時間１７分減と
なっている。
・定時退勤日、学校閉庁日は設定した
ものの、職員の意識を変えるまでには
至っていない。
・部活動の休養日については、各部の
顧問間で意識に大きな差が見られた。

A

学校の働きかけに対しては評価し
ています。学校は生徒相手のこと
なので、思い描いたようにはなか
なか行かないのかもしれません
が、先生、生徒、保護者が納得の
いく形で学校運営がなされていくこ
とを願っています。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○★唯一無二の中高交流 ○★「鶴城寺子屋」（本校中学生の学習
サポート）を校内で年間3回実施する。

・約40名の中学2・3年生に対し、約40名
の高校1・2年生が、主に学習のサポート
を行う。

A

・「鶴城寺子屋」を10月に1回、11
月に2回実施することができた。中
学生の質問に対し、参加した高校
生がとても丁寧に答えていた。高
校1・2年生の積極的な参加が目
立った。

A

・進路委員が主体的に準備や当日の
運営を行い、参加した中高生徒のほぼ
全員が取り組みに満足する結果となっ
た。その後の学習において、苦手教科
を克服しようとする姿勢を見せる生徒も
出ているようである。

A

先輩（高校生）が後輩（中学生）に
自分の背中を見せることは非常に
良いことだと思います。そうするこ
とで自分の理解が深まることもあ
るのでは。

進路指導部

〇★地域の中学生との交流 ★自分の学校を中学生に勧めることが
できる生徒の割合78％以上、教職員の
割合85％以上

★地域の中学生約30～40名を対象に、
高校生が主に学習サポートを行う。ま
た、施設見学や部活動見学などを行う。
活動を通して、地域の中学生の本校に
対する進路意識の向上に努める。
・生徒会が、企画から運営までを行い、
進路指導部とも連携を図る。

A

自分の学校を中学生に勧めること
ができる生徒の割合は84％、教職
員の割合は88％だった。

A

・１学期のアンケートでは、自分の学校
を中学生に勧めることができる生徒の
割合は84％、教職員の割合は88％
だった。
・２学期にアンケートでは、自分の学校
を中学生に勧めることができる生徒の
割合は83％、教職員の割合は98％
だった。

A

地域の中学生へのアプローチは
非常に良いことだと思います。本
校への周りの評価が上がることは
唐津にとっても非常に良いことだと
思います。

生徒会
進路
総務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・学力の向上については、目標を概ね達成することができた。電子黒板や学習用PCをより有効に活用しながら、わかりやすい授業を実践し、全体の底上げを目指す。大学入試の結果についても目標を概ね達成することができた。生徒の進路希望実現のため、大学入試問題研究や進路指導研修を充

実させ、教科指導力の向上と進路情報の掌握に努める。また、一般入試はもちろん学校推薦型選抜入試や総合型選抜入試にも対応できる指導体制を構築していきたい。考査や模試分析により理解度の把握をしっかり行い、弱点部分への対策を講じていきたい。

・心の教育、健康・体力つくりについては、目標を概ね達成することができた。自他の生命を尊重する心や他者への思いやり、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動の充実を図っていきたい。

・いじめへの対応については、いじめ対策推進法における「いじめ」の定義及び対処について周知に苦労した。職員研修等を通じてすべての職員が基本方針の理解を図り、それに基づいて迅速かつ適切に行動できるよう努めていきたい。

・業務改善、教職員の働き方改革については、業務負担の均等化が課題と思える。次年度も目標達成に向けてより効果的な取り組みを検討し、業務改善、働き方改革を推進していきたい。

２　学校教育目標

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

・「健康に良い食事をしている」生徒80％
以上

・健康に関するアンケート等の中で、食
に関する意識調査を実施する。
・保健だより等を通して、望ましい食習
慣についての意識啓発を行う。

A

・高校2年生を対象としたアンケー
トにて、健康に良い食事をしてい
る生徒の割合は88.9％であった。
・毎月発行している保健だよりの
中で、適宜食に関する情報提供を
行うとともに、食習慣の改善等に
ついて促した。

学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

●健康・体つくり

校訓「光　力　望」のもと、「自主自律」の精神を培い、知徳体の調和のとれた生徒を育成する。地域や国際社会の発展に貢献する高い知性と志を備えた心身ともに逞しい生徒を育成する。

３　本年度の重点目標

①生徒一人ひとりの進路希望の実現

②わかる授業実践と授業改善への取組

③社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育の充実

④グローバル人材、チャレンジ精神を持った生徒の育成

学校名 佐賀県立唐津東高等学校

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

保健厚生部

１　前年度

　　評価結果の概要

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上については、目標を概ね達成することができた。またICT機器等をフルに活用し、オンライン授業や学習支援などをとおして学習機会を確保し、授業を絶やさない工夫を行った。次年度は、教材を精査し、よりわかりやすい授業を実践して、全体の底上げを目指したい。

・大学入試の結果についても目標を概ね達成することができた。次年度も継続して生徒の進路希望実現のため、大学入試問題研究や進路指導研修を充実させ、教科指導力の向上と進路情報の掌握に努める。また、多様化する入試形態への対応や生徒個々の把握をしっかり行い、弱点部分への対策を

講じていきたい。

・心の教育、健康・体力つくりについては、目標を概ね達成することができた。自他の生命を尊重する心や他者への思いやり、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動の充実を図っていきたい。

・いじめへの対応については、いじめ対策推進法に基づいた対応を実践することができた。組織的かつスピード感をもって初期対応から事後のケアまで一貫した指導を行うことができた。次年度も丁寧な指導を心がけたい。

・業務改善、教職員の働き方改革については、業務の精選と負担の均等化が課題と思える。次年度も目標達成に向けてより効果的な取り組みを検討し、業務改善、働き方改革を推進していきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

〇★中高一貫教
育、地域の中学生と
のつながり


